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１．研究計画の概要

３次元ユークリッド空間の極小曲面には，曲面上

の複素解析的データによって曲面を具体的に

表す「ワイエルストラス表現公式」が知られている．

また，いくつかの幾何学的な対象について類似

な公式が既にしられている．これらの公式は「特

異点」をある種の一般化された曲面のクラスを具

体的に表していることがある．このような状況を，

適当な枠組みを設定して考察し，特異点をもつ

曲面が微分幾何学の豊かな研究対象であること

を示したい．

２．研究の進捗状況

自然な設定のもとで特異点をもつ曲面のクラス

の性質をワイエルストラス型表現公式を用いて

調べた．また，特異点を含む曲面の微分幾何学

の基礎理論を考察し，あるクラスの曲面に対して

特異点の「特異曲率」を導入し，その言葉をもち

いて特異点つきの「ガウス・ボンネの定理」を示し

た ． 具 体 的 な 曲 面 の ク ラ ス に 対 し て は

（１）双曲空間の平坦フロントの理論を整備し，

とくに大域的な性質として， Osserman型不等

式や端の漸近挙動を考察した．

（２）ミンコフスキー空間の特異点つき極大曲

面の理論を整備し，大域的な性質を考察し，

完備なケースで Osserman型不等式が成立

することを示した．またこのクラスの曲面のジェ

ネリックな特異点を分類した．

３．現在までの達成度

(1) 当初の計画以上に進展している。

理由： 特異点を許す曲面のクラスが，当初予

想していたよりも興味深い性質をもち，研究に

価する対象であることが一連の論文の中で明

らかにされた．当初期待していたような成果が

あげられたこともあるが，さらに今後に向けて

研究テーマが大きく広がったことを含め「大い

に進展」とした．
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４．今後の研究の推進方策

現時点で多くの対象を手にしており，それらを詳

細に観察するとともに，特異点の微分幾何の基

礎理論をさらに整備する．そのために，科学研

究費補助金の最終年度申請を行い，このテー

マによる研究を継続させていきたい．

５ . 　代表的な研究成果

（研究代表者、研究分担者及び連携研究者に

は下線）
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